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このたびは、弊社のジャイロスキマーをお買上げいただきまして、誠にありがと

うございます。 

 

本スキマーは液面に浮遊する油を効率よく回収する装置で、フロート部と水中ポンプ部

から構成されています。これら各部の特徴並びに取扱要領について説明いたしますので、

ご理解いただいた上でご愛用くださいますようお願い申し上げます。 
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ご 

注 

意 

この取扱説明書は、標準仕様の装置を対象として  

書かれています。 

特別仕様の装置については、仕様内容を本文中の  

該当する項目または語句に置き換えて、お読み  

ください。 
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ジャイロスキマー 

ＹＤ－8００ＧＹＰ型取扱説明書 

 
Ⅰ．型 式 呼 称 

 
 

例) ＹＤ － ８００ GYP － Y６ V０６ ６２０ (N) (T) 
                      ①    ②         ③     ④      ⑤      ⑥   ⑦ 

 

 

①フロート径 

 600：φ560，800：φ780，1000：φ1000，1200：φ1200 

 

②機種 

 GYP シリーズ 

 

③水中ポンプ動力 

 A6：0.25kW(単相)，Y6：0.25kW，A0：0.4kW(単相)，00：0.4kW， 

 01：0.75kW，02：1.5kW 

 

④水中ポンプケーブル材質/長さ 

 V：ＶＣＴ，Ｐ：２ＰＮＣＴ / 06：6m(長さを m 数で表記) 

 

⑤水中ポンプ周波数/電圧 

 ５：50Ｈｚ，6：６０Ｈｚ  

/ 10：100V，20：200V，22：220V，38：380Ｖ，40：400V 

 

※以下はオプション・特型対応時の表記内容となる。 

 

⑥ゴミ除けネット 

 N：有り，未表記：無し 

 

⑦特型 

 T：特型仕様 
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Ⅱ．製 品 特 徴 

 
 
１．本スキマーは本体を水槽に浮かべて浮上油を回収するために、主として大きいフロー

ト(メインフロート)３個と小さいフロート(ゲートフロート)３個、ゲートリング及び

水中ポンプから構成されています。 

 
 
２．メインフロートは、水中ポンプ及びフレキシブルホースなどの重量を支えるための十

分な浮力があります。 

 
 
３．ゲートフロートは液面が揺動しても、油水流入口(ゲートリング)の水深(流入落差)を

常に一定に保つ役割を果たしています。 

 
 
４．メインフロートとゲートフロートはそれぞれ独立して可動しますので、ゲートリング

の流入落差がメインフロートの動きに左右されず、安定した油回収を行うことができ

ます。 

 
 
５．ゲートリングの流入落差は、ネジ切りの作用により簡単に調整できますので、表面の

薄い油層のみを回収することが可能です。 

 
 
6．本スキマーはポンプと一体になっていますので、フレキシブルホースを接続して電源 

を供給するだけで、周辺に浮遊する油層を連続的に引き寄せながらゲートリング及び 

その内側にある吸込ホッパーへ回収することができます。吸込ホッパーは水中ポンプ 

のケーシングと一体成形されています。 

 
 
7．水中ポンプはゲートリングから流入する油水や固形物などをスムーズに移送できる構 

造で、耐久性に優れています。 

 
 
8．本スキマーは、水中ポンプ以外に機械的な稼動部分がありませんので､取扱いが容易な 

上に洗浄などのメンテナンスも簡単にできる構造となっています｡ 

 
 
9．ポンプを除く構成部品は全てオリジナル設計ですので、全体としてバランスのとれた 

配置がスキマーの性能をフルに発揮します。 
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Ⅲ．フ ロ ー ト 部 

 

 

      
     

 

【取 扱 要 領】 

 
1．ジャイロスキマーには、漏電や短絡時の保護機器や運転制御用のスイッチ類は附属し 

ていませんので、ＡＣ電源との間に漏電ブレーカ及びサーキットブレーカを必ず設け 

てください。また ON/OFF スイッチ等を設けてください。 

 

2．水中ポンプの電源ケーブルをＡＣ電源に接続してください。 

 

3．水中ポンプ吐出口のホース竹の子にフレキシブルホースを接続し、ホースバンドでし 

っかりと固定した後、本体を油水や固形物が浮遊する水槽に浮かべてください。 

 

4．メインフロート上部の穴(３箇所)は、本体の上げ降ろし作業や係留時に利用できます 

ので、スキマーを浮上油が滞留する場所に係留してください。 

 

5．水中ポンプに接続するフレキシブルホースには、余分な力が加わらないように配置し 

てください。本体が係留されている時にフレキシブルホースに張力を加えると、ゲー 

トリングが傾いて均一な油回収ができなかったり、吸込ホッパーとゲートリングの摺 

動部が拘束されて上下動に悪影響を及ぼす恐れがあります。 

 

6．ゲートリングと吸込ホッパーが水中に没していることを確認してください。 

 

7．ゲートリングの流入落差(上図中Ｈ)は弊社工場の試験水槽(真水)において調整した後、 

出荷していますが、水槽内の液体が真水以外の場合や油層が厚い場合及び浮上油の粘 

性が高かったり比重が小さい場合には浮力や流入速度の変化によってＨに影響します 

ので、適宜調整を行ってください。 
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8．Ｈを調整するときには、ゲートフロートを手で押さえながらゲートリングを回してく 

ださい。 

   

9．ゲートリングを上から見て時計回りに回しますとＨが大きくなり、油水の流入量は 

増加します。また、反時計回りに回しますとＨが小さくなり、油水の流入量は減少 

します。 

 

10．Ｈは浮上油の性質(比重及び粘度等)や厚さ及びポンプ流量とのバランスを保って調整

してください。 

 

11．最適な流入落差Ｈは、回収油水がゲートリングから吸込ホッパーの内壁を伝って薄

い層となって流れ込む状態です。 

 

12．スキマーは円滑な作業を続けるために、汚れの状況に応じて水槽から取り出して洗

浄するとともにネジ等締結部品の増し締めチェックなどのメンテナンスを行ってく

ださい。 

 

13．フロートの表面が汚れてきますと、スラッジ等の固形異物が付着しやすくなり、付

着物の成長にともなって波に対するフロートの追従性が悪化します。 

   また、メインフロートとゲートフロートの隙間に付着物が堆積しますと、それぞれ 

の独立した動きができなくなります。 

 

14．ゲートリングや吸込ホッパーの汚れにも注意してください。 

   吸込ホッパーとゲートリングは互いにフロートの動きに合わせて摺動しますので､ 

    それらが汚れたり固形異物を咬み込んだりしますと円滑な動きができなくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご 

 

注 

 

意 

 

水中ポンプの保守・点検を行う時には､ポンプを本体から 

取り外してください｡ 

本スキマーでは､水中ポンプは本来の設置方法とは上下逆に 

取り付けていますので､スキマーを水槽から引き上げた状態で 

オイル点検などを行いますと､注油口からオイルが流失します｡ 
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Ⅳ．水 中 ポ ン プ 部
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適用機種 使用限界圧力 

出力 0.75kW 以下の機種 0.2MPa(2kgf/c ㎡) - 使用時の吐出し圧力 

出力 1.5kW の機種 0.3MPa(3kgf/c ㎡) - 使用時の吐出し圧力 
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実地周期 点検項目 

毎日 
運転電流の測定 ■定格値以内かどうかの確認 

電源電圧の測定 ■電源電圧の許容値=定格電圧の±5%以内 

月に一回 
絶縁抵抗の測定 ■絶縁抵抗の基準値=1MΩ以上 

[注記] 前回の点検と比べ、絶縁抵抗が著しく低下している場合はモータ部の点検が必要です。 

年に１回 
オイルの点検(出力 0.75kW 以下の概種)■3,000 時間又は 12 ケ月毎のいずれか早い時期に交換してくたさい。 

オイルの点検(出力 1.5kW 以上の概種) ■6,000 時間又は 12 ケ月毎のいずれか早い時期に交換してくたさい。 

２年に１回 

オイルの交換(出力 0.75kW 以下の概種)■4,500 時間又は 24 ケ月毎のいずれか早い時期に交換してくたさい。 

オイルの交換(出力 1.5kW 以上の概種) ■9,000 時間又は 24 ケ月毎のいずれか早い時期に交換してくたさい。 

メカニカルシールの交換 

[注記] メカニカルシールの点検・交換に関しましては専門設備を必要とします。お求めの販売店又は最寄りの弊社営業店へご相談ください。 

2～5 年に１回 
オーバーホール ■ポンプに異常がない場合でも実施してください。特に、連続運転にてご使用の場合はお早めに実施してくたさい。 

[注記] オーバーホールにつきましては、お求めの販売店又は最寄りの弊社営業店へご相談ください。 

   
 

 

 
 

 

適用機種 規定量 

出力 0.25～0.75kW の機種 240 

出力 1.5kW の機種 500 
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Ⅴ. 保 証・修 理 

 １.保証の期間と範囲 

  ①製品の保証期間は工場出荷日から 12 ヵ月間です。 

      水中ポンプ部の保証期間はポンプ運転時間が３０００時間以内です。 

  ②保証期間中に、本取扱説明書に記載された取扱方法にてご使用されたにも関わらず当社の製作上 

   の不備により故障や破損が発生した場合には、故障または破損個所を無償で修理させていただき 

ます。 

  ③保証期間内であっても次の場合には原則として有料とさせていただきます。 

   ・本取扱説明書の取扱方法と異なるご使用または保管による故障や破損。 

   ・使用上の誤り及び不当な修理または改造による故障や破損。 

   ・火災、地震、水害、落雷、その他天災、地変など不可抗力の災害及び公害、塩害、ガス害、 

異常電圧や指定外の電源（電圧、周波数）などによる故障や破損。 

   ・ガスケット、Ｏリングなどの消耗部品の摩耗、劣化。 

   ・お買い上げ後の輸送、取付場所の移設、落下などによる故障や破損。 

  ④お客様よりご指定の規格または材料で製作された製品に故障や破損などが生じた場合は、当社で 

   はその責に応じられませんのでご了承願います。 

  ⑤取扱液の化学的もしくは流体的な腐食や液質・スラリーによる摩耗や常または故障に対しては、 

当社では保証いたしかねます。ご契約の際に当社で選定した材質については、推奨できる材質を 

意味し、使用液に対する耐食性等を保証するものではありませんのでご了承願います。 

  ⑥故障や破損の原因を判定する際に疑義が生じた場合は、お客様と当社との協議によるものとしま 

す。 

  ⑦本取扱説明書の取扱方法と異なるご使用で発生したポンプの故障や破損に起因する関係費用、そ

の他の損害は補償いたしかねますので、ご了承願います。 

 

 ２.修理について 

（お願い） 

・修理に関してはご購入先へご相談ください。また、返送時は 

 接液部を充分洗浄してから梱包返送してください。 

   ご使用中に異常を感じた時は、直ちに運転を停止して故障か否かを点検してください。 

   「故障の原因と対策」の項を参照してください。 

①修理のご依頼は、ご購入先または当社の営業窓口にご用命ください。 

②修理を依頼される前に、再度この取扱説明書をよくお読みいただき再点検を行ってください。 

③遠隔地への出張サービスを行った場合の出張旅費はご請求させていただきます。 

  ④修理を依頼される場合には、下記の事項をお知らせください。 

   ・型式名と製造番号 

   ・使用期間と使用状態 

   ・故障個所とその状態 

   ・ご使用液（液名・液比重・液温度・スラリーの有無） 

   なお、返品される場合には輸送中に取扱い液が流出しますと非常に危険ですので、必ず内部を充

分に洗浄した上でご返送ください。 

   

     設置記録 

 

 

型 式 名 

購 入 日       年    月    日 製造番号  Ｎo． 

使用開始日       年    月    日 購入先 



 

 

 

本社営業部／海外営業部 

〒110-0016  東京都台東区台東1-1-14 3F 

本社営業部      TEL 03(5818)5130(代)  FAX 03(5818)5131 

海外営業部      TEL 03(5818)5134(代) FAX 03(5818)5131 

 

大阪営業所 

〒550-0002  大阪府大阪市西区江戸堀1-19-25 3F 

TEL 06(6467)8565(代)  FAX 06(6467)8566 

 

名古屋営業所 

〒460-0003  愛知県名古屋市中区錦1-5-27 5F 

TEL 052(253)8426(代)  FAX 052(253)8436 

 

福岡営業所 

〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前2-17-19 5F 

     TEL 092(710)6001(代)  FAX 092(710)6125 

 

筑波工場／サービスセンター  

〒300-2521  茨城県常総市大生郷町6127-5 

TEL 0297(24)1071(代)  FAX 0297(24)1075 

 

 

Worchemi Taiwan Co,. Ltd.(台湾台中市) 

      NO.915, ZHONGSHAN RD., SHENGANG DIST., TAICHUNG CITY 

      42955, TAIWAN 

      台中市神岡區中山路 915 號 

TEL 886-4-2562-8358  FAX 886-4-2562-8351 

 

 

World Chemical USA Inc.(米国カリフォルニア州) 

25691 Atlantic Ocean Dr. Unit B-15 Lake Forest, CA 92630. U.S.A. 

TEL 1-949-462-0900  FAX 1-888-860-3364 

 

 

Suzhou World Technology Co.,Ltd.(中国蘇州市) 

61. Fu Yuan Road, Xiang Cheng Economic District, SuZhou, 

Jiangsu Province, China 

江蘇省蘇州市相城経済開発区富元路61号 

TEL 86-512-6579-8212   FAX 86-512-6579-8215 

 


